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概要

このドキュメントでは、インターフェイスごとに同一の宛先ネットワークへの最大 3 つまでの等
コスト ルートを使用して適応型セキュリティ アプライアンス（ASA）を設定する方法を説明しま
す。ASA は、送信パケットの送信元および宛先の IP アドレスをハッシュして、パケットのネク
スト ホップを決定するためにどのルートを使用するかを決めます（ASA はネクスト ホップを選
択するためにラウンド ロビン アルゴリズムを使用しません）。 ラウンド ロビン ロード バラン
シングとは対照的に、同じ送信元と宛先のペアを持つパケットは、計算されたハッシュによって
同じネクスト ホップに常に送信されます。

前提条件

要件

このドキュメントに特有の要件はありません。

使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的
な影響について確実に理解しておく必要があります。



表記法

ドキュメント表記の詳細については、『シスコ テクニカル ティップスの表記法』を参照してくだ
さい。

設定

このセクションでは、このドキュメントで説明する機能を設定するために必要な情報を提供して
います。

注：このセクションで使用されているコマンドの詳細を調べるには、Command Lookup Tool（登
録ユーザ専用）を参照してください。一部ツールについては、ゲスト登録のお客様にはアクセス
できない場合がありますことをご了承ください。

設定

このドキュメントでは、以下の設定について説明します。

ECMP を実現するために使用するスタティック ルート●

ECMP を実現するために使用する Open Shortest Path First ルーティング プロトコル●

ECMP を実現するために使用するスタティック ルート

以下に、外部インターフェイス上の 3 台のゲートウェイにトラフィックを転送する、コストの等
しいスタティック ルートの例を示します。セキュリティ アプライアンスは、パケットの送信元お
よび宛先 IP アドレスに基づいて指定されたゲートウェイ間のトラフィックを配信します。

ECMP を使用する複数のスタティック ルートは、同じインターフェイスでのみ使用できます。
ECMP は複数のインターフェイス間ではサポートされていません。

ASA の設定例：

route outside 10.10.10.0 255.255.255.0 192.168.1.1

route outside 10.10.10.0 255.255.255.0 192.168.1.2

route outside 10.10.10.0 255.255.255.0 192.168.1.3

ASA でのルート出力の表示：

S 10.10.10.0 255.255.255.0 [1/0] via 192.168.1.1, outside

                                    [1/0] via 192.168.1.2, outside

                                    [1/0] via 192.168.1.3, outside

ECMP を実現するために使用する Open Shortest Path First ルーティング プロトコル

Open Shortest Path First（OSPF）は同じコスト パスを持つルートのプロビジョニングによって
ECMP を使用するように設定できます。以下は、ASA と 2 台の隣接ルータ間での OSPF の使用
例です。

この例では、外部の 2 台のルータが、ASA にデフォルト ルートを注入するように設定された
OSPF を実行します。デフォルト ルートは ASA のルーティング テーブルに追加されます。それ
らは同じメトリックを送信するため、ASA はそれらを ECMP としてデフォルトの宛先ネットワ
ークに追加します。

/c/ja_jp/support/docs/dial-access/asynchronous-connections/17016-techtip-conventions.html


   

OSPF は、このドキュメントで取り上げられています。ただし、Enhanced Interior Gateway
Routing Protocol（EIGRP）など ASA がサポートしているすべてのルーティング プロトコルを使
用できます。

サンプル コンフィギュレーション

ASA：

router ospf 10

 network 10.10.10.0 255.255.255.0 area 0

 log-adj-changes

ルータ 1：

router ospf 10

 network 10.10.10.0 0.0.0.255 area 0

 default-information originate metric 10

ルータ 2：

router ospf 10

 network 10.10.10.0 0.0.0.255 area 0

 default-information originate metric 10

default-information originate コマンドは、メトリックを 10 に設定します。この設定では、ASA
によって受信された場合に、同じコスト パスを持つルートをインストールします。

ASA でのルート出力の表示：

O*E2 0.0.0.0 0.0.0.0 [110/1] via 10.10.10.1, 0:10:18, outside

                            [110/1] via 10.10.10.2, 0:10:18, outside

確認

現在、この設定に使用できる確認手順はありません。

トラブルシュート

ECMP を実現するために EIGRP が使用されている場合、Cisco Bug ID CSCti54545（登録ユーザ
専用）を参照してください。EIGRP メトリックは ASA では適切に更新されません。

関連情報

『CLI を使用した Cisco ASA 5500 シリーズ設定ガイド（8.2）』の「スタティック ルートお
よびデフォルト ルートの設定」

●

『CLI を使用した Cisco ASA 5500 シリーズ設定ガイド（8.2）』の「OSPF の設定」●

OSPF 設計ガイド●

テクニカル サポートとドキュメント●

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCti54545
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
http://www.cisco.com/en/US/docs/security/asa/asa82/configuration/guide/route_static.html#wp1119601?referring_site=bodynav
http://www.cisco.com/en/US/docs/security/asa/asa82/configuration/guide/route_static.html#wp1119601?referring_site=bodynav
http://www.cisco.com/en/US/docs/security/asa/asa82/configuration/guide/route_ospf.html#wp1083664?referring_site=bodynav
/c/ja_jp/support/docs/ip/open-shortest-path-first-ospf/7039-1.html
http://www.cisco.com/en/US/support/index.html?referring_site=bodynav
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